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11.19（金）庄瀬小学校会議室にて 

【次 第】 

１ 開会挨拶       中丸会長 

２ 前期学校評価   平出校長、坂上教頭 

３ 教職員の任用   平出校長 

４ 「連携・協働」推進の視点  細河委員 

５ 後期及び次年度への学校運営への意見要望 

６ 閉会挨拶     澤田副会長 

 

１.これまでの教育活動 

（１）コロナ前の学校へ 

昨年度はできなかった全校登山や学校

地域合同防災訓練を実施することができ

た。今後の活動では、すべて従来通りに

行うのではなく、内容の見直しを図って

いく。 

（２）校外の多くの方々との関わり 

プログラミングや外国語授業で外部講

師から、米作りや防災教室等で地域の方

から、指導・支援をいただいた。多くの

方とかかわる中で、児童の視野を広げる

ことができている。 

 

２．前期学校評価 

（１）進んで学ぶ子 

児童の肯定的評価 ９５％ 

学びの深まった姿を明確にし、具体的

に語れるようになることを目指して、授

業改善に努めていく。 

（２）認め合い自信をもち行動する子 

  児童の肯定的評価 ９３％ 

今後も縦割り班活動やペア学年活動を

意図的に実施し、児童の見取りを確実に

行なっていく。 

  

庄瀬小学校と庄瀬コミ協の『協働』事業一覧 

３．令和５年度のＣ・Ｓの構想（新規） 

平出校長より、新規事業として次の２件が提案

された。 

（１） 児童を迎える場を『花』で 

  校門前歩道をプランター栽培の草花で飾ること

ができないか。 

（２） 親子防災教室を 

  防災訓練当日、親子で防災・減災を学ぶ時間

を作れないか。 

 委員からも賛同意見や具体的な提案も出され、

実施の方向での検討が約束された。 

４．白南地区の強み 

（１） 保・小・ク・中の連携 

 保育園・小学校・放課後児童クラブ・中学

校の連携は、白南地区の『強み』と確認し

た。 

（２） 学校と地域『協働』 

パートナーシップ事業によって充実した小

学校の『ふるさと学習』を土台に、中学校の

『地域課題解決学習』が成果を上げている。 

 

 
（３）  白南中職員による出前コンサート 

１２月１日、庄瀬小学校全校朝会で流

れるJ.Sバッハの「ポロネーズ」。フルー

トは、白南中学校斎藤隆教頭。ピアノ

は、稲村直輝教務主任。曲は、「君をの

せて」「新時代」「もみじ」と続き、最

後は全校児童との「校歌」共演で締めく

くられた。 

５. 感想・意見の交換 

・地域合同防災訓練ではほとんどの保護

者の参加があって地域の意識の高さが

感じられた。 

・文化祭ではＰＴＡとコミ協での活動が

できるとよいと思う。 

・白南中学校区で取り組まれている、小

中一貫教育をもっと周知すべきだと思

う。 

・コロナ禍でも止まることのない活動に

対して感謝している。 

・保護者からのより一層の参加や協力を

望む。 
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